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1 . 緒言

国立大学 の 自立的運営 と い う観 点か ら 2 0 0

4 年 4 月 に大学は 法人化され新た な ス タ ー トを

切り , 全国の 国立大学 ･ 高専 ･ 共同利用機関等に

労働安全衛生法が適用された . 国立 大学時代は労

働環境に関して
,

人事院規則 の 適用を受けて い た

こ とか ら例 え違法等 の 行為 が あ っ たと して も厳

格な処罰 - の 対象 - は至 らなか っ た . しか し法人

化後, 大学にお い て安衛法に基づ く労働安全衛生

規程 が 盛り 込 まれ職員 の 安全衛生が至 上命 題と

なり安全衛 生 の 取り組み に 関 し て 事業者側 に過

失が あ っ た 場合 は ペ ナ ル テ ィ が 課せ られ こ と に

な っ た . 特に安衛法第 6
~
5 粂 ( 作業環境測定) に

関して は
,

法人化 され た大学等 にお い て 予 算 ･ 設

備お よび技術面にお い て 大きな負担 である .

そ こ で
, 本学 工学部技術部が 再組織化を契機に

行 っ て い る現状 の 所属講座 内業務か ら講座外支

援お よび 教室系技術職員の 職群確立 と地位 向上

を兼ねて 資格取得に 取り組み 作 業環境測 定室設

置 に向け取 り組ん だ こ の 一年 間 の 報告お よ び現

状を報告する .

2 . 作業環境測定

職 場にお ける 労働者 の 安全 と健康お よ び快適

な作業環境 の 確保 の た めに は 作業環境 の 測定が

不 可欠で ある が
, 大学内で の 複雑な作業条件 ,

紘

設と労働者と の 関係を考慮 しなが ら測定点, 時間

帯そ の他 測定条件 を決 める に は 正確 で高 度な技

術が必 要に なる . そ こ で
, 作業環境測定士( 第一

種 ･ 第二種作業環境測定土) の 資格お よび作業環境

測定機関等を定め た ｢ 作業環境測定法｣ が制定さ

れて い る . 第一種 または第二 種作業環境測定士試

験に合格 し
,
指定講習会を修了 した者等が 労働大

臣の 登録を受けて作業環境測定士に なる
( 1 )

. こ

れら を受け平成 1 6 年度 に本学に お い ては ,
工学

部技術部技術職員 5 人 (機器分析 グ ル
ー プ) が 前
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記資格を取得した .

3 . 作業環境測定箇所

作業環境測定法か ら
, 以 下 の 指定作業に分けら

れて い る . ①常時特 定粉塵作業が行われる屋内作

業場 ②特定化学物質を製造し
.
または取り扱う

屋 内作業場 ③鉛 業務 を行 う屋 内作業場 ④有

機溶剤 を製造 し, または 取り扱う屋内作業場 ⑤

放射性物質取扱作業場 ( 非密封線下掠 の 取扱 い)

これら の 作業環境で , 簡易測定器 (検知管式ガ

ス 測定器お よび , ろ紙式粉塵測定器) を用 い て行

う分析業務は , 第二 種作業環境測定士 も可能で あ

るが
, 簡易測定器以外 による分析 ･ 解析業務は第

一種作業環境測定 士で なければ行 えな い こ と に

な っ て い る .

現在
,

三重大学上浜 事業場は 5 学部 ･ 附属病院

お よび学内共同利用施設等からなり , 労働者の数

は常勤 ･ 非常勤を併せ て 2 千人超であ り
, 労働者

と看徹す学生数 を合わ せ る と 1 万 人 に近 い 数字

の 事業場と い う こ と になる . 図 1 に上浜地区 の 土

地 5 2 7
,
1 8 5 m

2 の 部局等配置図を示 す . 作業環境測

定対象 の 部屋 と して は 三 重大学 上浜地 区 にお い

て 述 べ 1 2 5 箇所 の 被測定室が あり,
これ ら対象

の 部屋を年 に 2 度の 測定が義務づ けられて い る .

表 1 に学部別の 対象物質数を示 す.

Fi g . 1 上 浜 地 区 事業場部局等配置図



有機 特化 金属 合計

エ 学部 29 8 I 3 8

病院 ,

医 学部 24 2 2 0 4 6

生 物資源 学部 15 8 3 26

一

般 教育 1 1 0 2

共 同 施設 7 6 0 ー3

合計 了6 4 5 4 l 2 5

T a b l e
. 1 苧斡別対象物 質致

4 , 作業環境測定物質

前項の 様に ,
三重大学上浜事業場は 5 学部お よ

び 附属病院等全て が集まる袷 合大学で あり 有機

溶剤 ･ 特定化学物質 ･ 金属類が使 用され て い る状

況にある , 表 2 に本学上浜地 区 にお ける作業環境

対象物質一覧を示す . 表か ら,
上 浜地区にお ける

測定対象物質は , 有機溶剤 ･ 2 0 種, 特定化学物

質 ･ 7 種お よび金属 ･ 2 種 の 全 2 9 物質か らな っ

て い る . 学部別 で は 工 学部, 医学部お よび生物資

源学部 の 3 学部に集中してお り
,

特に 工 学部 の 分

子 素材 工 学科で の 被測定物質 の 使 用が 際立 っ て

い る . 尚, 作業環境測定で指摘されて い る電離放

射線関係も同地 区にお い ては多数存在するが
. 刺

定機器お よび 測定サイ ク ル の 関係 か ら 業者依頼

と して い る .

有 枚

アセ ト ン , イ ソ プロ ピル ア ル コ
ー

ル ,

イ ソ ベ ン チ ル ア ル コ
ー

ル .

エ チ ル エ ーテ ル .

エ チ レ ン グリ コ
ー

ル モ ノ メ チ ル エ ーテ ル .

0 キ シ レ ン . ク ロ ロ ホル ム .

溶期 酢態 イ ソペ ン チル , 酢酸エ チ ル ,

I_ 4 ジオキサ ン . ジ ク □ ル メ タ ン .

N_ N ジ メ チ ル ホ ル ム ア ミ ド
.

テ トラ ヒ ドロ フ ラ ン . トリ ク 口 ル エ チ レ ン
,

ト ル エ ン
.

二 硫化 炭素,
ノ ル マ ル ヘ キサ ン

.

1 ブタ ノ ール
.
2 ブ タノ ール .

メ タ ノ ール .

特 定 ア ク リ ル ア ミ ド . ア ル キ ル 水銀.

化 学 エ チ レ ン オキ シ ド. 塩素
,

シア ン 化 カリ ウ ム

物質 フ ツ 化 水素.
ベ ン ゼ ン

金属 カ ドミ ウ ム . マ ン ガ ン

T a b l e . 2 作菓環境対象物 文 一

覧

5 . 測定室および測定機器

作業環境測定室と しては , 学内共同教育研究施

設であ る生命科学研究支援セ ン タ
ー ･ 機器分析施

設棟内 の 2 階に 2 室延 べ 5 5
.
1 m 2 を確保 し

,
主

に測定室と して利 用される重 に は ドラ フ トチ ヤ

ン バ ー ( D A L T O N 製 D S- 1 1 2 R) が設置されて い る .

図 1 の 全学配置 図か ら分か るように
, 測定室と し

て 利用 される機器分析 施設 は 上 浜地 区 の ほ ぼ中

央に位置し
,

サ ン プ ル 捕集 ･ 測定分析をお こ なう

上 で の 活動拠点と して は便 の い い 所 に位置 して

い る こ とが分か る .

測定機器は, 島津製作所製 ･ ガ ス ク ロ マ トグラ

フ ィ
ー

(F I D ･ E C D) , 原子吸光光度計, 紫外可視

分光光度計 , 旭製作所製 ･ ガ ス ク ロ マ ト用 オ ー

ト

サ ン プ ラ
一 装置お よび 関連 付属機器 を平成 1 6

年度予 算にて新規に購入設置 した . 図 2 に測定室

の 入 る施設で ある前記機器分析施設
,

図 3 に主 な

測定機器等を示す.

Fi g. 2 他藩分 析施設 ( 測定室入 居施設)

6 . 捕集 . 測定方法および測定結果

本 学作業環境測定室 で 行 っ た 対象物 質 の 捕集

方法は
,

テ ドラ ー バ ッ グを用い た直接捕集方法 ･

ろ過材 に よ るメ ン プ ラ ン フ ィ ル タ
ー を用 い た ろ

過捕集方法 ･ ミゼ ッ トイ ン ピ ン ジ ャ
ー を用 い た綬

体捕 集方法 お よび 簡易測定機 器 で ある 各種 検知

管 の 5 種類 の 方法 を使用 した
( 2 )

. 上 浜事業場で

の サ ン プ リ ン グは 5 人 の 有資格者に より 2 4 日

間を費や し全て の 対象物質 の 掃集を終えた .

測定は, 前項に記した各種分析機器と ガ ス オ
ー

トサ ン プ ラ
-

お よび検知管に より行 い
, 得 られた

分析結果お よび単位作業場所 の 設備 ･ 発散源 ･ 測

定箇所を図示 したデ ザイ ン を基 に測 定結果 と し

て評価する 管理区分を記 した報告書 を作成 した .

報告書 の 様式は. 労働基準局が 作業環境測定機関

お よび自社測定事業場に対 して , 平成 8 年 4 月 1

日以降 , 改正された モ デ ル 様式を活 用 し本学独自
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の フ ォ
ー マ ッ トに て作成を行な っ た .

測定 ･ 評価 の結果か ら
,

一部に極 めて厳 し い 作

業環境 とされ る 第 3 管理 区分に 属す る 室が あ っ

た こ とを含め
,
他は 昨年度外部機関が行 っ た結果

と比較 し概ね 差異がなか っ た ように思われ る . ま

た, 測定等 に関する詳細は , 本技術研 究会に て同

報告 ｢ そ の 2 ｣ と して発 表す る の で 参照され た い .

F i g.
31 1 ガ ス ク E l マ ト ゲ 島津製作 所 製

GC12 0 1 4 / E C D - 2 01 4

Fi g. 3- 2 ガ ス オー トサ ン プラー 旭 製作所 製

A GA- 48 W G L

F i g.
3- 3 原子 吸 光光度計 島津製作所 製 AA-6 3 0 0

( 水 銀 還 元 免 何 装 置 NVU-1 A M e r c u r y

V a p o r i z e r U n i t 付属)

Fi g. 3- 4 紫外 可 視分 光光度 島津製作 所製

LN-1 6 5 0 P C

F i g,
3- 5 位相差鼓微鏡 オリ ン パ ス 盟 BX4l

F i色.
3-6 碁腎 水製造装置 IKE D AF H K A S P H- 1 0- N

迅 速乾燥装置 ADV 仙汀EC 製 RF D 3 4 3 NÅ

7
. 緒言

本年 6 月か ら始ま っ た サ ン プ リ ン グも 2 ケ 月

をか け漸く 担当 した 上 浜地 区事 業場全て が 終了

した . 本技術研究会が 開催されて い る 9 月 末には

分析結果お よび 評価もで そ ろ い
, 最終報告書 の 作

成が できあが っ て い る と思われる . 本年は自社測

定初年度と い う こ ともあ り
, 測定対象物質 の 検量

練を含 めた分析方法 ･ 条件等 の 作成に相当な時間
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を要 した . これらの 経験は次回の測定に大い に い

かされると確信して い る . 今後, 本測定に 関して

民間お よび他大学等 の 研究機 関と 満 つ に連絡 を

とり情報交換をお こない
, より大学 ･ 研究機 関に

相応 し い 作業環境測 定技術の 向上 を目指す と と

もに , 機器分析 グル
ー プ員全員が併せ持 つ 資格で

ある衛生管理者と して の 立場か らも労働者 の職

場環境の 安全確保 に努めたい . ま た同時に , 法人

化され た大学 - の 貢献お よび 技術部技術職員の

職群確立 と地位向上 に繋が れば幸 い である .

最後に
, 資格取得からは じまり, 測定室確保 ･

測定機器等 の 購入 に関 して 多大 なお 世話 を頂 い

た本学人事課安全対策室 の 方 々 に感謝 し, 同時に

同安全対策室の 配慮に より学内情報誌 で ある ｢ フ

ラ ッ シ ュ ニ ュ
ー

ス 2 6 号｣ によ る学内周知お よび

全国に向けた ｢ 文教 ニ ュ
ー

ス ( 2 0 0 5 年 6 月 号) ｣

の 掲載は, 本学からの篤い期待 を頂くと ともに感

謝申 し上げ本報告を終え る こ と にす る .
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